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2020年度看護学教育質向上委員会の活動（吉沢豊子委員長）

COVIDｰ19に伴う看護学実習への影響調査の実施

（大学代表者及び各実習科目の担当責任者対象）

＜調査結果＞

・臨地での実習中止：全体の74.1％で発生
・学内実習への変更：全体の80.1％が実施
・実習施設の変更：全体の37.0％が実施
・実習施設ごとの学生人数：全体の25.7％が縮小
・臨地での実習時間：全体の58.5%が短縮
・臨地での実習時期：全体の46.0％が変更

2



調査結果から見えた課題

• 日本では、コロナ禍で多くの大学において臨地実習ができな
かった

• しかし、海外では今だからこそとばかりに学生が看護活動を
行った

• この相違は何か？新たに看護学教育の在り方を検討する必要が
あるのでは？

新たな看護学教育の在り方を検討する特別ワーキンググループの設置へ
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2021年度看護学教育質向上委員会の活動（吉沢豊子委員長）
新たな感染症の時代の看護学教育検討特別WGの設置

・JANPU2021年度の重点活動事項として設けられた以下の２つの諮問事項を検討
・諮問事項１：看護学臨地実習に関する現状における課題整理・それを踏まえた

新たな臨地実習枠組み案の作成
・諮問事項２：看護学教育におけるデジタル化への課題整理・DX時代の看護

学教育の枠組み案の作成
・諮問事項１に対し政策班、諮問事項２に対しDX班、さらに全体会議（親会議）
を設け検討した

・諮問事項１ 政策班からさらにCBTサブWGを発足させた
・2022年6月諮問事項に対する答申書を完成させた.
特別WGの独自の答申書であり,今後のJANPU全体での討議が必要

4



新たな感染症の時代の看護学教育の課題・解決策整理のためのロジックモデル 5



2022年度看護学教育質向上委員会の活動
・JANPU2022年度の重点事業活動計画として設けられた以下の諮問事項を検討

・重点事業１

今後の看護学教育のありかたを構想し、具体的な発展の道筋を構築する

１.会員校における教育のDX化の促進に資するよう、会員校間の情報共有と協働の
方法を検討する

２.実習前CBT/OSCEシステムの日本看護系大学協議会版（仮称）の開発を進める
３.保健師助産師看護師国家試験のICT化に向けて情報収集する

・委員会の中に、政策班、DX班、CBT班、OSCE班、国試ICT班の５つの班を
設置し、検討

・委員会のほかに「実習前CBT日本看護系大学協議会版運用システム試行
ワーキング」を設置し、JANPU-CBTの試行

・看護学教育における臨地実習に関するアンケート調査および看護教育DX化に
向けた教員対象実態調査の実施 6



看護学教育における臨地実習
に関するアンケート調査

•臨地参加型実習を下記のように定義し、調査

「看護学生が医療チームの一員として、臨地実習指導者の指導
の下、一定の役割と責任を担いながら看護師の職業的な知識・
思考法・技能・態度の基本的な部分を学ぶことを目的とする。
単なる知識・技能の習得や看護実践の経験に留まらず、実際の
患者を相手にした業務を通じて、医療現場に立った時に必要と
される思考・対応力をも養う。」

•回答数213校/295校（回収率72.2％）

•臨地参加型実習が必要だと思う：92.5％
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